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施設サービスが必要な高齢者への対策 施設整備促進による入所待機者の減

４－(１)－① 入所待機者の削減と介護保険料の抑制４.高齢・障がい福祉

施設整備による入所待機者削減数

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

介護老人福祉施設 100 50 - 120 60 60 - 60 - 60 - - -

介護老人福祉施設
（短期入所生活介護からの転換） - - 10 32 - - - 20 - 20 - - 40

特定施設入居者生活介護 - - - 120 60 - - - - - - - -

100 50 10 188 78 60 - 80 - 80 - - -

100 150 160 348 426 486 486 566 566 646 646 646 686

開設年度

施
設
整
備
数

待機者削減数

削減数累計

介護保険料の抑制 県内で１位から１７位へ
（Ｈ21年度⇒Ｒ６年度）３年に一回の料金改定 第１号被保険者の月額（円）
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順位 保険者
Ｈ21～23
基準額

保険者
Ｈ24～26
基準額

保険者
Ｈ27～29
基準額

保険者
H30～R2
基準額

保険者
R3～5
基準額

保険者
R6～8
基準額

1 津　 市 4,666 鳥羽市 5,820 大台町 6,485 大台町 7,400 大台町 7,600 大台町 7,600

2 松阪市 4,640 松阪市 5,790 松阪市 6,440 鳥羽市 6,950 多気町 7,150 明和町 7,389

3 玉城町 4,570 伊勢市 5,694 鳥羽市 6,400 志摩市 6,740
紀南介護保険

広域連合 6,890
紀南介護保険

広域連合 7,220

4 明和町 4,562 津　 市 5,690 玉城町 6,260
紀南介護保険

広域連合 6,668 鳥羽市 6,770 多気町 7,150

5 多気町 4,370 伊賀市 5,654 伊賀市 6,253 明和町 6,641 志摩市 6,740 木曽岬町 7,060

6 伊勢市 4,338
紀南介護保険

広域連合 5,455
紀南介護保険

広域連合 6,192 松阪市 6,640 明和町 6,736 松阪市

7
紀南介護保険

広域連合 4,238 紀北広域連合 5,406 津　 市 6,167 伊賀市 6,524 松阪市 6,730 鳥羽市

8 菰野町 4,215 明和町 5,392 明和町 6,085 津　 市 6,456 伊賀市 6,524 志摩市 6,800

9 名張市 4,202
鈴鹿亀山地区

広域連合 5,377 伊勢市 5,835 多気町 6,450 名張市 6,500 伊勢市 6,715

10 伊賀市 4,169 志摩市 5,370 名張市 5,800 名張市 津　市 6,456 玉城町

11 紀北広域連合 4,165 名張市 5,300
鈴鹿亀山地区

広域連合 5,691 度会町 度会町 度会町

12 桑名市 4,074 玉城町 5,280 多気町 5,660 大紀町 大紀町 大紀町

13 東員町 4,041 川越町 5,275 志摩市 5,570 玉城町 6,260 紀北広域連合 6,396 南伊勢町

14 四日市市 菰野町 5,270 四日市市 5,560 紀北広域連合 6,205 伊勢市 6,318 紀北広域連合 6,612

15
鈴鹿亀山地区

広域連合 多気町 5,150 紀北広域連合 5,459 いなべ市 6,050 玉城町 6,260 名張市 6,600

16 鳥羽市 4,000 度会町 5,000 菰野町 5,450 伊勢市 6,027 南伊勢町 6,100 伊賀市 6,524

17 大紀町 3,900 四日市市 4,936 いなべ市 5,426
鈴鹿亀山地区

広域連合 5,781 いなべ市 6,050 津　市 6,456

4,008

6,300
6,400 6,700

6,980

※特定施設の整備床数の３割が入所待機者数の削減につながると想定
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入所待機者数（左軸）

施設定員数（右軸）

高齢者見守りサービスを開始（H25.7.1～）

■生活・介護支援サポーター９０１人を養成 （Ｈ21～Ｒ5年度）

■津市生活・介護支援サポーターの仕組みを構築

利用者

生活・介護支援
サポーター

地域包括支援
センター

声掛け・
安否確認等

相 談 利用登録 利用申請

情報提供

サポーター登録

※登録者数４６０人（Ｒ６年３月末現在）

津市の介護老人福祉施設の入所待機者数
及び施設定員数（各年９月１日時点） 【単位：人】
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４－(１)－② 後期高齢者数の推計と施設整備

津市の高齢者数の推計

保険料負担

施設整備に伴う
保険料の上昇

施設需要

65歳以上の人（第1号被
保険者）の介護保険料の
基準額は、3年ごとに見直
しを行い、必要な介護
サービスの量や高齢者の
人数などの見込みに基づ
き、市区町村ごとに決定
します。

７５歳以上後期高齢者のピークは
令和１０年に約４万9,000人に

特別養護老人ホームは1,741床整備できているが、待機者は約220人であり、
今後も施設サービスの需要増が見込まれるため施設整備が必要

38,561 37,913 36,911 34,005 32,548 31,745 32,086 31,891 32,534 33,580 35,150 
35,664 36,427 35,507 33,827 31,591 

42,155 43,569 44,647 47,654 48,857 49,269 48,876 47,995 47,403 46,578 
45,727 45,412 44,304 44,370 44,664 45,775 
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前期高齢者数（65歳～74歳） 後期高齢者数（75歳以上）

※令和６年度以降は、平成３０～令和５年度の各年度10月1日時点の住民基本台帳人口の推移をもとに、コーホート変化率法
を用いて推計しています。

【単位：人】
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平成３０年９月１日号 広報津より

４－(１)－③ 【市長コラム】特別養護老人ホームは足りているのか？
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延べ参加者数（人）

開催数（回）

４－(２)－① 介護予防・日常生活支援総合事業①

介護予防・日常生活支援総合事業は、高齢者がいつまでも地域で自立した生活を送れるよう、

地域社会全体で介護予防を支援する取り組みです。要支援の人などが利用できる 「介護予防・生

活支援サービス事業」 と ６５歳以上のすべての人が利用できる「一般介護予防事業」があります。

ふれあい・いきいきサロン事業元気アップ教室
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高齢になっても住み慣れた地域
で元気に暮らし、できる限り介護
が必要な状態にならないためには、
日頃の生活の中で予防を心掛ける
ことが大切です。
津市では、元気アップ教室、ふ

れあい・いきいきサロン事業など
をお住まいの地域で開催していま
す。

４.高齢・障がい福祉
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介護保険課、高齢福祉課、各総合支所市民福祉課（市民課）、地域包括支援セン
ター、居宅介護支援事業所で、現在困っていることや希望するサービスなどを相談

４－(２)－② 介護予防・日常生活支援総合事業②

サービス利用の流れ
基本チェックリストは、次の質問に回

答いただき、介護予防・生活支援サー

ビス事業の対象者に該当するかを判

断するものです

サービス
介護予防・日常生活支援総合事業
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４－(３)－① 地域包括ケアシステム①

誰もが住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられる【地域包括ケアシステム】構築の４本の柱
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４－(３)－② 地域包括ケアシステム②

津市在宅療養支援センター

役

割

・医療・介護サービスが一体的に提供されるように医療・介
護関係者の連携を支援
・通院、入院から在宅療養に移行する人や医療機関からの相
談対応

令和５年度
相談実績

３１，７６４件
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地域包括支援センター

４.高齢・障がい福祉
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医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
整
っ
た
在
宅
療
養

協 働

連携

訪問介護
事業所

医療機関
訪問看護

ステーション

薬 局

地域の医療・介護資源

利用者・家族
医療・介護関係者 利用者や医療・

介護関係者への
相談支援

医療・介護資源
のネットワーク

構築

情報提供や研
修による関係
者への支援

津市在宅療養支援センター

相談

相談

地域包括支援センター

（※）四国医療産業研究所所長、日本医師会総合政策研究機構客員研究員
櫃本真聿『「地域包括ケア時代」元気高齢者を産み出す医療・介護そして地域～行政と医師会の連携を基盤に～」より

と
き
ど
き
医
療
・
と
き
ど
き
介
護

４－(３)－③ 地域包括ケアシステム③

ときどき医療・ときどき介護（※）のイメージ
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４－(３)－④ 地域包括ケアシステム④

相談

91

津市在宅医療・介護連携ブック（関係者向け）、あんしんブック（全戸配布）
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４－(３)－⑤ 医療介護連携情報共有システム

要介護高齢者に対する津市独自の医療介護連携情報共有システムを作ります
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津市のチームオレンジ構築の考え方

認知症初期集中支援チーム
地域包括支援センター など

認知症地域支援推進員
（チームオレンジ

コーディネーター）

相談窓口

紹介
マッチング

活動に関心のある認知症
サポーター

チームオレンジとは
活動可能な認知症サポーターが認知症の人やその家族の困りごと
に対し、チームを組んで支援する仕組みです

認知症サポーター
養成講座

認知症サポーター
ステップアップ講座

チームオレンジの
担い手養成

４－(３)－⑥ チームオレンジ
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平成２７年４月１日号 広報津より

４－(４)【市長コラム】安心して歳を重ねられる地域にするために

94

４.高齢・障がい福祉
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●心身や言語、運動の発達に遅れのある就学前の子どもに、日常生活に適応するための総合的な支援利用
計画を立案し、指導や訓練等の支援を行う児童福祉法に基づく通所施設です。

●肢体不自由児通所施設である津市療育センターの機能を拡充する施設として整備しました。

①

⑥

③
.

②

④

⑤ ⑤

①
①

① ① ①

＜通所クラス＞
身体の発達に心配のある子ども

＜発達支援クラス＞
心身の発達に心配のある子ども

１ 児童発達支援

＜個別支援クラス＞
身体、心身の発達に心配のある子ども

２ 保育所等訪問支援

専門職が保育所等を訪問し集団生
活の場で助言・指導を行います。

日常の生活習慣の自立を促し、発達
の支援を行います。

３ 障害児相談支援

障害児支援利用計画作成のための
相談支援を行います。

延床面積946.56㎡

旧療育センターの
2.4倍！

玄
関

４－(５) 津市児童発達支援センター「つぅぽっぽ」

利用実績
令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

児童発達支援 3,874人 3,386人 3,870人

保育所等訪問支援 10人 23人 44人

障害児相談支援 473人 446人 642人

平日 午前８時３０分～午後５時１５分

休館日

開所時間

土・日曜日、祝・休日、年末年始 95

①指導訓練室（床暖房完備）
②調理室
③肢体不自由児専用トイレ
④車を寄せられるテラス
⑤遊戯室
⑥言語訓練室

４.高齢・障がい福祉
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４－(６)－① 津市高齢者外出支援事業（シルバーエミカ）①

2018ＣＲＭベストプラクティス賞受賞！

受賞モデル：高齢者外出促進モデル

概 要

津市オリジナル交通系ＩＣカード シルバーエミカ
の無償交付

無償交付時に ２，０００ポイント の乗車ポイントを チャージ

毎年 お手持ちの シルバーエミカ に
２，０００ポイント を上限に乗車ポイントを 追加チャージ

シルバーエミカはエミカと同様、現金チャージ
（入金）して利用することが可能

対象者

●三重交通グループ「路線バス」
●ＮＰＯ法人バスネット津
「ぐるっと・つーバス」

利用できる
交通機関

乗車ポイントでの
運賃支払いが可能

運賃利用回数

シルバーエミカの提示
により乗車無料

乗車回数
●津市コミュニティバス
(９地域１９路線で運行)

シルバーエミカ交付件数 ２０，５２０件

1ポイント1円換算でバスの乗車運賃に利用可能

(R6.3.31現在)

H30年度 ２，３７９件 R3年度 ２，４８７件
R元年度 １，８５０件 R4年度 ２，９７６件
R2年度 ２，４２８件 R5年度 ２，６１２件

市内に住所を有する
６５歳以上 の方

（８１，５３５人）

( Ｈ29.9.25 事業開始 )

H30年度 32,390回 R3年度 32,566回

R元年度 34,413回 R4年度 39,010回

R2年度 27,726回 R5年度 43,229回

H30年度 57,207回 R3年度 39,257回

R元年度 56,449回 R4年度 45,252回

R2年度 46,479回 R5年度 47,127回
96
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４－(６)－② 津市高齢者外出支援事業（シルバーエミカ）②

97

シルバーエミカの使用方法について

三重交通グループ4社の路線
バス、ぐるっと・つーバス
での使い方

乗るとき 降りるとき

2,000ポイント
の乗車ポイント
が使えます

シルバーエミカは、三重交通グループ4社の路線バス、ＮＰＯ法人バス
ネット津運営のぐるっと・つーバス及び津市コミュニティバスで利用し
ていただくことができます。

入口の読取機に「ピッ」と
いう電子音が鳴るまでシル
バーエミカをタッチします。

出口の読取機に「ピピッ」とい
う電子音が鳴るまでシルバーエ
ミカをタッチします。電子音が
鳴りましたら運賃の引き落とし
は完了です。

津市コミュニティバス
での使い方 シルバーエミカ

の提示で
運賃は無料です降りるとき

降車時にシルバーエミカの表
面を運転手さんにしっかり見せ
て降車してください。

ＩＣカードの取り扱いについて

シルバーエミカなどのＩＣカードには、カードの内側に精密機械
（ＩＣチップモジュール）が埋め込まれています。シルバーエミカの
不良動作（読取機にタッチしても反応しなくなるなどのトラブル）を
防ぐため、次の行為はおやめください。

■ＩＣカードを曲げる、反らす、擦るなどの行為
■ＩＣカードを落としたり、水に濡らしたりするなどの行為
■ＩＣカードの変形や券面の変色等を引き起こすような、高

温の場所にＩＣカードを置く行為
■テレビ・ラジオ・スピーカーの近くなど磁界が発生する場

所にＩＣカードを置く行為 など

利用者証明用電子証明書の更新手続きについて

利用者証明用電子証明書の更新手続き・個人番号カードの異動
（転居など）をした場合、シルバーエミカのポイントチャージは更
新手続きの翌日以降に行うことができます。
ポイントチャージの際は、次のものをお持ちください。

■シルバーエミカ
■マイナンバーカード
■利用者証明用電子証明書暗証番号（数字）

シルバーエミカを紛失・破損したとき

再発行には、手数料７１０円が必要です。
詳しい手続き方法等は高齢福祉課又は各総合支所市民福祉課
（福祉課）へお問い合わせください。
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T s u C i t y

４－(６)－③ 津市高齢者外出支援事業（シルバーエミカ）③

広報 津 平成29(2017)年8月1日号
「シロモチくんとゴーちゃんが語る津市政」より
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T s u C i t y

平成２９年８月１日号 広報津より

４－(６)－④【市長コラム】「シルバーエミカ」誕生秘話
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T s u C i t y

４－(７)－① 津市の栄養パトロール事業
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T s u C i t y

４－(７)－②【市長コラム】健康寿命を延ばす～活力ある長寿社会戦略～

平成３１年１月１日号 広報津より
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T s u C i t y

４－(８)－① 障がい福祉サービス事業所を民営化
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T s u C i t y

４－(８)－②【市長コラム】障がい福祉サービスの民営化
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令和６年７月１日号 広報津より
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